
平成22年度地域材活用木のいえ普及促進事業による展示住宅の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名：ＭＢＣ開発株式会社 展示住宅の建設地住所：鹿児島県鹿児島市与次郎2丁目5番37号

事業者連絡先 使用した地域材の名称 ＳＧＥＣ ＦＳＣ 合法性証明木材

（事業者番号1323）

事業者連絡先：099‐226‐7777 使用した地域材の名称：ＳＧＥＣ、ＦＳＣ、合法性証明木材

地域材の使用箇所：構造材、準構造材、下地材、仕上材、造作材、部品建設工事費（主体工事費）：3,381万円（うち補助金800万円）

＜展示住宅の平面図＞

外観写真 【１階】 【２階】

＜展示住宅の仕様等＞
①床面積 （１階） 141 73㎡ （２階）80 43㎡

＜展示住宅の特徴＞
①地域材100％使用

内観写真１

①床面積：（１階） 141.73㎡、（２階）80.43㎡

②外観：屋根（コロニアル葺）外壁（防火サイ
ディング貼）

③構造（部位毎の建材、寸法等）：

①地域材100％使用

②独立型２世帯住宅

③鹿児島の気候風土を考えたリアルサイズのエコ住宅

④断熱性能：壁（高性能ＧＷ16Ｋ100ｍｍ）天
井（高性能ＧＷ16Ｋ200ｍｍ）床（ＧＷボード32
Ｋ80ｍｍ）

＜平成２２年度の成果＞

①来場者数（平成２２年２月～平成２３年３月）： 98 組
②来場者の主な声：

内観写真２
Ｋ80ｍｍ）

⑤展示期間：平成23年2月～平成29年1月

②来場者の主な声：
○・・・・・木材の合法性や地域材の意味を誤解していた
○・・・・・木材の加工・流通が適切に管理されていて安心
○・・・・・環境面からも地域材活用は重要であると再認識できた


